
                                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  写真は名護市制作のパンフから 
 沖縄・辺野古の生物多様性に富んだ豊かな海が、

米軍基地建設のために埋め立てられようとしていま

す。政府・防衛省は、沖縄県知事が求める岩礁破砕

申請など法手続きをも無視して、埋め立て本体の護

岸工事を強引に推し進めています。 
 土砂を投入して海を埋め立てるためには、コンク

リートの箱－ケーソンが必要です。辺野古で使う巨

大なケーソンを製造するのが、JFE エンジニアリン

グ㈱の三重県津工場であり、その会社の本社が、横

浜市鶴見区内にあります。私たちは、沖縄の民意を

無視して辺野古の海を破壊する埋め立て用ケーソン

の製造中止を求め、6 月 28 日に JFE エンジニアリ

ング本社に申し入れ行動を展開します。 
翁長知事は国の無法行為に対して、工事差止め訴

訟と仮処分申請を準備しています。辺野古のゲート

前では、1000 日を超える粘り強い座込み行動が続い

ています。埋め立てはまだ止められます！ 
辺野古現地でゲート前に座り込もう！そして

6.28JFE 本社抗議申し入れ行動に参加しよう！ 

◆主  催：6.28 行動実行委員会 

◆呼びかけ：かながわアクション・神奈川平和運動センター・基地撤去

をめざす県央共闘会議・島ぐるみ会議と神奈川を結ぶ会 

◆連  絡：090－8818－1431 高梨晃嘉 

（かながわアクション・島ぐるみ会議と神奈川を結ぶ会代表世話人） 

▲琉球新報 2015 年 2 月１日記事から 


